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１はじめに

船舶、車両、航空機を含む広い意味での機械部門は、現代経済の有力な戦略産業である。

産業連関分析においても、機械産業の動向は、常に注目されるところである。機械部門の生

産は、現時点の有効需要を創出するだけでなく、将来の経済全体の生産能力を増加させるか

らである。本稿では、産業連関分析の展開において見逃されることの多い中間財としての機

械に焦点をあてて、その内容を吟味したい。

機械は、耐久消費財としても仕向けられる。しかし中心は投資財としてである。投資財は、

最終需要項目に位置付られ、中間財としては位置づけられない。機械が完全に最終需要項目

に格付けされるなら、産業連関表の表章において、機械は中間需要には仕向けられないこと

となる。しかし、現実にはわが国1975年産業連関表で見る限り、機械にたいする国内総需要

34兆円のうち､Ｉその半分以｣この19兆円が中間財として国内各産業部''１]に投入されている。本

稿では、中間財として投入された機械の実態とその仕向先を計数的に明らかにする。これは、

産業連関分析にかんする実証結果の解釈に新しい深い洞察を与えることとなる。

２データ

わが国1975年産業連関表は、表ｌのように基本部門分類表、統合小分類表、統合中分類表

から成る。機械部門に限ると、基本分類表では、６９部門、統合小分類では21部門、統合中分

類では４部門（一般機械、電気機械、輸送機械、精密機械）となっている。

表11975年産業連関表

廠業連関表 内、機械部'''１

基本部'''１分類

統介小分類表

統合中分類表

(554行部'''１×407列部ＩＩｌＩ）

(165行lIillliII×165列部'''１）

（６１行部'''１×６１列部'''１）

69部ＩＩＩｌ

２１部１１１］

４部'''１

本稿では、1975年基本分類表ベースの機械部門69部門を調査対象とする。その内訳は、‐

般機械29部門（修理部門をｌ部門含む、以下同様)、電気機械17部門（修理部門ｌ部門)、

※国際比較統計研究会（神戸大1989年７Ⅱ）での筆者の国際産業連関表にかんする研究発表の際に、本研

究のきっかけを与えてくださった大阪経済大学の泉弘志教授に謝意を表する。
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輸送機械15部門（修理５部門)、精密機械８部門（修理２部門）である。機械69部門のうち、

９部門の機械修理部'''１が含まれている。

３中間財としての機械の仕向先（統合中分類61部門レベル）

まず、予備的作業として、統合中分類61部門表を利用して国内各・産業部門への機械の仕向

先を観察する。統合中分類表では、機械部門は、一般機械、電気機械、輸送機械、精密機械

の４部門から成っている。これらの４部門の生産した機械がいったいどの産業部門に中間財

として投入されたかを観察する。

まず、機械部門全体にたいする国内総需要は、３３兆9350.66億ＩＩ１である（数値については、

付表ｌ参照)。このうち、中間需要（国内各産業部門への投入額）が18兆7122.76億円で、国

内最終需要が15兆2227.90億円である。生産額の半分以１２が中間財として投入されているこ

とになる。しかも、中間財として投入された機械の多くが機械部門自身に投入されているこ

とがわかる。すなわち、４兆3128.95億円の一般機械、２兆6454.41億円の電気機械、５兆

1799.80億円の輸送機械、3441.77億円の精密機械、総計12兆4824.93億円の機械が機械４部

門自身に投入される。これは、中間財として投入される機械全体の約67％を占める。

とくに、産出側と投入側に対応関係がみられる。すなわち、一般機械部門にかんして、そ

の機械投入額の約83％にあたる３兆5604.47億円の一般機械を、部門に投入している。電気

機械はその機械投入額の約89％にあたる２兆3659.81億円の電気機械を白部門に、輸送機械

はその機械投入額の約65％にあたる３兆3530.74億円の輸送機械を白部門に、精密機械はそ

の機械投入額の約80％にあたる2741.86億円を白部門に投入している。

つぎに、運輸部門（２兆9947.45億円）が機械のおおきな投入先であることもわかる。つ

づいて、建築部門（6592.61億円）や土木部門（3858.50億円)､公務部門（3093.03億円)、そ

の他のサービス部門（1866.60億円)､鉄鋼一次製品（1232.70億円）が投入先として続く。

４分析の枠組み

以下では、基本分類表にもとづく本稿の分析の枠組みを説明する。そのために用いるいく

つかの指標を説明する。

４－１中間需要

中間需要は各産業部門に仁|］間財として投入される部分である。中間需要を、投入先に応じ

てつぎのように８項月に分解する。

中間需要＝(a)臼部門需要十(b)修理部門需要十(c)船舶部門需要十(d)自動車部門需要

十(e)その他機械部門需要十(f)建設部門需要十(9)運輸部門需要

十(h)その他54部門需要

(a）白部門需要とは、親工場が部品や付属品を直接生産して機械本体の生産に投入している

状態での部品・付属凸,1,にたいする需要を示す。たとえば、現行産業連関表基本分類表の回転

車は、完成自転車と自転車部Ail1から成っており、フレーム、ハンドル、ギヤクランク、ブレー

キ、ペダル、サドル、リム、荷台、スタンド等の部品の生産工程が目部門需要のなかに入っ
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ている。本来、綿密かつ詳細な細分類の部門表では、白部門需要は、米Ｔ麦等の穀物類しか

ないのだが、現行の500部門程度の表に統合する際に部品・資材の生産と組立の工程が統合

されて白部門需要としてカウントされる。

他の例として、送配電機器を生産する白部門需要を見る。これは現行産業連関表の基本分

類表の送配電機器は、変圧器、整流器、開閉装置・配電盤・電力制御装置、コンデンサ、避

雷装置等の複数品目の生産金額を単純合計しており、実際の生産工程が臼部門需要のなかに

埋もれている。

白部門需要の確定に際して、列符号と行符号が－対一に対応している部門については問題

はない。しかし、列符号に対して複数の行符号が対応している部門については、行符号を統

合する。基本分類表は、横行が縦列より長い矩形行列の形をとっているからである。列符号

の自動車（産業連関表列符号3830-00、以下同様）は、行符号では乗用車（3830-010）とそ

の他の自動車（3830-090）に分けられているが、これらを統合して２個の取引額を白部門需

要とした。他に、特殊産業機械（3603-57)、冷凍機・温湿調整装置（3604-14)、サービス用

機器（3604-15）の３部門がある。

(b）修理部門需要とは、機械修理９部'''１に投入される機械需要である。９部門とは、一般機

械修理（3604-20)、電気機械修理（3704-90)、船舶修理（3810-90)、鉄道車両修理（3820-90)、

自動車修理（3840)、航空機修理（3860-10)、その他の輸送機械修理（3890-90)、精密機械

修理（3910-90)、時計修理（3930-90）である。

(c）船舶部門需要とは、IiM)舵２部門である鋼船（3810-10）とその他の船舶（3810-20）に投

入される機械需要である。舶用機関、冷凍冷却装置等23品目が主要品目として計上されてい

る（1975年産業連関表解説編pl50)。

(d）自動車部門需要とは、自動車（3830-00）部門に投入される機械需要である。輸送機械

部lMjに属する自動車部''1]を別建てしたものである。

(e）その他機械部門需要とは、上記(a)～(｡)を除く機械部I]Ｉに投入される機械需要である。

((）建設部門需要における建設部Ｉ１１ｊとは、統合中分類の建築部門と土木部門を分析の都合上

独自に結合したものである。建設部門需要とは、基本表の建設12部門に投入される機械需要

である。12部門とは、木造住宅新建築（4001-10)、非木造住宅新建築（4001-20)、木造非住

宅新建築（4002-10)、非木造非住宅新建築（4002-20)、建設補修（4003-00)、道路関係公共

事業（4004-11)、河川・卜水道・その他の公共事業（4004-19)、公共事業（農業土木・林道・

治山・災害)(4004-90)、鉄道軌道建設（4009-10)、電力施設建設（4009-20)、電信電話施設

（4009-30)、その他の建設（4009-90)である。建設物、建造物に組み込まれる品目にたいす

る需要であり、最終需要に直接計上せず､、建設部門にたいする投入財としてこの部門を迂回

して、敢終需要に計｣二される。ボイラー、汎用内燃機関等34,JＴＩＩ,|=|が主要,HiI1lElとして計－１:され

ている（ｉＭＬｐｐ,149-150)。

(9)運輸部門需要とは、各種の運輸部Ｉ１１ｊに投入される機械需要である。すなわち、国有鉄道

（除く旅客)(7110-00)、国有鉄道（旅容)(7120-00)、地方鉄道･軌道（7121-02)、バス（7122

-11)、ハイヤー・タクシー（7122-12)、「]家用旅客自動車輸送（7123-00ｐ)、道路貨物輸

送（7131-10)、通運（7131-20)、口家用貨物自動車輸送（7132-00ｐ）、道路輸送施設提供

（7142-00)、外洋輸送（7150-00)、沿海・内水面輸送（71601-10)、港湾運送（7160-21)、
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水運付帯サービス（7160-22)、航空輸送（7170-01)、航空付帯サービス（7170-02)、その他

の運輸付帯サービス（7190-00)、倉庫（7120-00)、曰家倉庫（72001-00ｐ）に投入される機

械需要であり、機械修理サービス需要が中心である。

(h）その他54部門需要とは、文字通り(a)～(9)の７項目を除く各産業部門にたいする機械の投

入総額であり、分類不明（9000-00）部門を含む。

４－２国内最終需要

本稿の国内最終需要は、家計外消費支出（9110-00)、家計消費支出（9121-00)、政府国内

総同定資本形成（9141-00)、民間国内総固定資本形成（9142-00）の計４項目から成っている。

対家計民間非営利団体消費支出（9122-00)、中央政府消費支出（9130-10)、地方政府消費支

出（9130-20）の３項Ｕについては、機械部門は産Ⅱ}せず、これらの３項目にかんする計数

があがっていないので、除外した。生産者製品在庫純増（9150-10)、半製品仕掛品在庫純増

（9150-20)､流通7E庫純増(9150-30)､原材料在庫純増(9150-40)､所在不明在庫純増(9150-50）

の在庫各項目は、確かに最終需要項１１の一つであるけれども、中間財として用いられるのか

皷終財として用いられるのか、その鼓終的な仕向け先がいまだ確定していない。このため、

４－３節の中間需要比率の計算にあたって在庫項ｒ１を除外する。普通貿易輸出（9211-10)、

特殊貿易輸出（9211-20)、直接購入輸出（9212-00）についても、同様とする。

したがって、国内最終需要を、以下のように定義する。

国内皷終需要＝家計外敢終需要十家計敢終需要

十政府国内総固定資本形成十以間国内総固定資本形成

かくして、国産品と輸入品をふくめた国内総需要は、中間需要と国内敲終需要から成って

いるｃ

国内総需要＝中間需要十国内最終需要

４－３指標

（１）中間需要比率

中間需要比率αをつぎの(1)式で定義する。

α＝中間需要／国内総需要 (1)

機械各部門が投資財として公共投資、住宅投資などの般終需要項月に100％その生産物を産

出すれば、αは０となることはいうまでもない。

(2)白部門需要比率

日部門需要比率βをつぎの(2)式で定義する。

β＝rItBfljl1Ij需要／中'''1需要 (２）
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(3)中間需要・部品比率

中間需要・部品比率Ｙをつぎの(3)式で定義する。ただし、部品等生産額とは、産業連関表

計数編(1)巻末の部ﾄﾞﾘ品目別生産額表において、部分向｛,、取付具、付属占/,として表章された部

分および単価１０万円以下の製品として表章された部分である。詳しくは11節で説明する。

γ＝中間需要額／部品等生産額 (3)

５機械69部門全体の動向

付表２の(a)から(h)の各部ｌ１ｌにたいする機械の投入額を統括すると、図ｌが得られる。ただ

し、機械修理サービスは機械から分離して別掲した。

図１機械の中間需要向け販売先

（単位100万円）単位･兆円

0

ヨ部FＥ 船舶部｢ のHlll等｢厩lＨ 前部Ｆ１弓

修理部門自動車部門建設部門

■機械修理ｻービス囚機械(除機械修理）

その他54部門

(a)曰部'''１需要に５兆8869.36億P］［機械（除く機械修理）５兆8775.60億''1、機械修理93.76

億円、以卜同様]、（b)修理９部門に２兆1653.65億円［２兆1576.51億円、77.14億円]、（c)船

舶２部門に4220.82億}]］［4220.82億円、０］、（d)自動車ｌ部門に１兆606.19億円［１兆

370.32億円、235.87億円]､(e)その他機械部|川１２兆9474.91億円［２兆8709.39億円、765.52億

円]、（f)建設１２部１１'jに１兆451.11億ＩＴＩ［7503.47億}'1,2947.64億P|]、(9)運輸19部ＩＪＩ]に２兆

9947.45億円［69.97億}'１，２兆9877.48億}']]、（}')その他54部l]］２兆1899.27億円［8045.73憶

円、１兆3853.54億円]である。なお、（h)は､分類不明部''１]への3800.57億Ⅲ]を含む。

曰部''１需要がもっとも大きい。しかし、統合中分類での回部門需要９兆5536.88億円を大

幅に下ljlっている。これは、部r1jデイス・アグリゲーションのためである。つぎに運輸部Ⅲ'］

需要、その他機械部門需要、その他54部'''１需要、修理部'''１需要と続く。このなかで注目され

るのは、機械修理が、主として運輸部門とその他54部PIjに投入されていることである。機械

修理が運輸部門に投入されているのは、「I動車・船舶・航空機等の交通機関の維持・修理の
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ためである。

図ｌから、次の２点が主張できる。

(1)機械修理は、主として、(9)運輸部門および(h)その他54部門に投入されている。

(2)機械修理を除いた機械は、主として、（a)、（b)、（e)の各機械部門全体に投入されている。

６機械69部門の中間需要比率分析

表２は、機械69部門について(1)式のに'１間需要比率α＝0.5以上の上位部Ｉ１ｌｊを示している（部

門番号と行符号の対応については、付表２参照)。

表２中間需要比率αの上位26部門

順位部'''１番>）行符>）部’''１名 ａ

鉄道車両修理

半導体素イ・・集械何路

一般機械修即

銃砲類

航空機修正1Ｗ

｢1動車修Ilp

その他の輸送機械修理

竃ｆ符

lWWW1修理

精密機械修理

その他の擁電機器

電気機械修埋

原動機・ボイラ

その他の機械・同部品

電球類

電気照lV1器具

電動機

エアコン機器

航空機

その他の産業用重電機器

単車・バイク

他の一般瀧業機械・装置

度lit衡器・計flt器

電気通信機械・関連機械

繊維機械

ミシン・毛糸手編機械

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
３
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７
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(1)α＝0.500を超える部門は、計26部１１']を数える。このなかで、上位１０部門の比率は1.000

である。このうち、修理部門は７部門、機械部'１ﾂは半導体素子・集積回路、電子管、銃砲類

の３部門である。

(2)機械修理部門は８部門ある。内、７部門がα＝1.000である。修理サービスという特質

から、中間財として各生産工程に投入されている。１２位の電気機械修理ではα＝0.933とき

わめて高い。基本表にもとづいて、各修理部|Ⅱ]の投入光を観察する。船舶修理は、漁業、外

洋輸送・沿海輸送に主として投入される。航空機修理は、航空輸送と中央政府に投入される。

鉄道修理は、主として陸運に、精密機械修理は、電算機以外の事務用物品賃貸業、医療、都

－１４４－



市ガスに、自動車修理は、自家用車の旅客輸送および貨物輸送に、電気機械修理は、石油製

品、鉄鋼、電力、電信電話、電子計算機および事務用物品賃貸業可放送など各種の部門に広

く投入されている。一般機械修理は、農業、石油製品、窯業、鉄鋼、金融、政府、レンタル

業など各穂の部門に投入されている。ただし、時計修理は個人向けサービスが強く、主とし

て最終需要に産出している。

(3)１位の銃砲類は、戦闘車両を含んでいる。自衛隊向けに政府が購入している。現行の国

民経済計算体系では、軍事支出は中間需要として位置づけられている’)。

自衛隊の航空機、艦船についても全く同様である。表３に示されるように、銃砲類につい

ては中間需要の85％が政府向け、航空機についてはその68％が政府向け、鋼船、その他の船

舶、その他の輸送機械についてはそれぞれ１００％、７０％、１１％が政府向けとなっている。

表３政府購入の国防関係の機械＊

（単位100万IID

r1Wljl1l需要公務’'１１１１１需要国内総需要

航空機

銃砲類

その他の輸送機械

鋼lW1

その他のlWHWl

41871(0.179）

4856(0.153）

51133(0.835）

０

０

158429(0.679）

26848(0.846）

6583(0.108）

11988(1.000）

５０１３(0.702）

233327

３１７２３

６１２２０

１１９８８

７１３９

330554

31723

139943

316810

47316

＊カッコ内は、中間需要にたいする比率を示す。

(4)電気機械関連の部門は、αが高い。半導体素子・集積回路、電子管、その他の軽電機器、

電球類、電気照明器具、その他の産業用重電機、電気通信機械・関連機は、いずれもα＝

0.5を超える。

付表２からその生産物を１００％厳終需要向けに産出して、α＝０の部門は、産業用運搬車両、

産業用鉄道車両、自動販売機の３部門であることが読みとれる。

７機械69部門の白部門需要比率分析

図２は日部門需要比率β＝０．５を超える部ｌｊｌ]を大きい順に並べたものである。このような

部門は、２７部門ある。製材木工機械、ミシン・毛糸手編機械、鋳造装置のβはそれぞれ0.929,

0.924,0.914である。自動車部Ｉｌｌｊではβ＝0.662である。また、単車・バイクではβ＝0687

と高い。

これらの部門の白部門需要が高いのは、５節で述べたように、本来、別部門として位置づ

けられるべき部品の生産・組立工程の流れを統合しているためである。さらに、基本分類表

の基礎資料である工業統計表の細品目別の生産額を積み上げているため、基本分類内での生

産額の重複計上があり、それだけふくらんでいる。

８機械69部門の特徴

本節では、一般機械、電気機械、輸送機械、精密機械のそれぞれについて、基本分類表に

もとづいて、個別分析をおこなう。

８－１一般機械

図３は、縦軸に中間需要比率αをとって、一般機械29部門を中間需要比率の大きい１１頂に並

－１４５－



図２自部門需要比率上位27部門
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べている。一般機械修理と銃砲類はともに'|｣間需要比率がｌで、ともにその他の中間需要が

大きい。ただし、その他ＬＩ１ｌＩｌ１需j2ljとは、（e)その他機械中'''１需要および(},)その他54部'１']中間需

要の合計としてカウントしている。銃砲類は、自衛隊向けに、一般機械修理とその他の機械．

同肝lj品は共に産業部門全体に中l肌!ｲとして一様に投入されている。これらの部門を除けば、

全体にその他の中間需要に流れる部分は小さく、白部門に流れる部分が大きい。原動機・ボ

イラー、その他の機械．同部品のﾄⅡ当量が｢1動車に中間財として投入されている。また、一

般機械修理、エアコン機器、コンベアは、かなり建設部門に流れている。

８－２電気機械

ｌＺ１４は、電気機械１５部|Ⅱ]を８－１節とｌＴ１１様に並べている。’二位の半導体素子・集積In1路、

電子管、電気機械修理、電動機は、その他の中間需要にその大半が流れている。これに反し

て、５位の電球類と６位の電気11<｛明器具は、建設部門にもっとも多く流れている。

図４電気機械17部門の投入先
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８－３輸送機械

図５は、輸送機械15部''１｣を並べたものである。１２位５Iifljl11jは、すべて修理部門であり、運

輸部門に多くが仕向けられている。とくに、鉄道車両修IMjと「1動〕|i修理は大半がそうである。

６位の航空機のその他の''１間需要比率が高いのは、すでに述べたように｢｜衛隊向けの政府購

入があるからである。他のWljlUでは、ＦＩＩｷljl''１需要が大きい。Lii1lいバイク、白動卓、その他

の輸送機械、その他の曰動中、「|転車では、それぞれのｌＩｆｌＷ１までが完成車体と同Ｍｌｊ門符ｆ１ｒ

で分類されているからである。

－１４７－

二
'／/ 〃 園

ｚｒＩｌⅢ囚''郷圀朏Ｚ

園 園■ lil
園

ｌｉｈｌｉ｢|・Ｍｉ１ｊｉｌ〔

圏述軸霞

|〃Ｉ

その他

富 閉
、

篝

：
、、【、 篝

、、、ifHil



図５輸送機械15部門の投入先
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８－４精密機械

図６は、精密機械８部門を並べている。精密機械修理はその他中間需要部門に投入されて

いる。２位の度量衡器・計算器もその傾向が強い。カメラ、時計、その他の光学機械では、

白部門需要が多い。

９その他機械部門の機械中間需要

以上の分析では、機械部門にたいする中間需要の総額18兆7,000億円のうち、13兆6,000億

円分の機械の投入先としての(a)、（b)、（c)＋(｡)、（[)、(9)、（e)＋(h)の６項目毎の内容を吟味した。

とくに、その他中間需要（(e)＋(h)）として取り扱った５兆１０００億円分の中間財としての機械

の内容は種々雑多なものを含んでおり、吟味する点も多い。本節では、このその他中間需要

を産出側および投入側の両側面から吟味する。

９－１産出側から見たその他部門の機械中間需要

表４は、その他部門の機械中間需要を、産出主体たる機械部門側から観察したものである。

機械69部門のうち、下側の３部門はその他部門に機械を中間財として販売していない。上位

１０位の累計が、３兆5760.33億P]で全体の69.6％に達する。上位20位では４兆5468.66億円で

全体の88.5％に達する。

上位20位中４部門が機械修理部門である。機械修理部門以外の16部門は、中間財として位

置づけられる航空機を除いて、一般に部分品・付属品としての特徴をもつ。２位のその他の

機械・同部品、４位の半導体素子・集積回路、７位の電動機、８位のその他の軽電動機器、

９位の度量衡器・計量器、１２位の電子管などである。

９－２投入側から見たその他部門の機械中間需要

表５は、９－１節とは全く逆の観点からその他機械中間需要を見ている。すなわち、表４

が機械産出側からその他機械中間需要をみたのに対して、表５は機械投入側からみたもので

ある。表４が産業連関表の行I1Uから中間財の流れを観察しているのに対して、表５は産業連

関表の列側からこの流れを眺めたものである。表頭の部門には、産業連関表統合中分類61部

門を並べている。

１位の一般機械と２位の電気機械の２部門で、機械投入額全体の52％を占めている。機械

修理を除く機械投入額は、全体で３兆6755.12億Ｉ]]であるから、これら２部門はその71％を

占める。

機械修理がその他のサービス部門への1796.80億円という突出した投入額を例外として、

各部門に一様に投入されている（第４列）のに対して、機械修理を除く機械が機械部門、と

くに前述の一般機械と電気機械の２部門に集中している（第５列）のが、特徴的である。特

殊な扱いをされている分類不明と公務の２部門を除けば、輸送機械が３位、精密機械が４位

であり、機械４部門の総計は２兆8709.39億円で、全体の78％を占め、上位を独占している。

１０その他機械部門の機械中間需要

９節の分析では、その他部''１]の機械中間需要の総額５兆１０００億|Ⅲの内容を吟味した。１０節

－１４９－



表４その他部門への供給部門（降応ﾖ）
（単位１００万Ｆ]）

部’１リ名その他需要累械和比率累積比率Ⅱ頂位行符号

一般機械修蝿

その他の機械・ｍ１高Ⅱ品

電気機械修理

半導体素ｲｰｰ集硫[､l路

電気通偏機械・関連機械

原動機・ボイラー

電詞]機

その他の鐸電機器

度fit衡器・計1it器

他の一般麻業機械・装置

航空機

電子杵

ポンプ゜・コンプレッサー

船舟｢1ｲ|蓼琿

、動]車修卵

電気計7則器

その他の、動車

i令i東機・’可装需

電気音響機器
ラジオ・テレビ

その他の瀧薬用重`電機器

事務用機械

電子計算機・ｌ１ｉＩ付属装置
糯芹｢機械修蝿

送配電機器

電気照印}器よし

|天癖機械

金属力Ⅱ工機械

銃砲麺

航杢機修哩

電球麺

乗川車

時計

その他の光'1と機械

コンベヤ

鋼研１

農業機械
カメラ

単一中・バイク

その他の輸送機械

鉄道車両修理

LLL能Ｆ１]電気機器

鉱１１１．土木建設機械

その他の冊洲｢Ｉ

その他の将殊床業機械

発電機器

、極東・リヤカー

その他の電子応用装殻

工業窯炉

化学機械

工作機械

印刷・製本・紙ﾉＩＩｌ１工機械

パルプ装震・製紙機械

食料ﾊﾞﾉ,力Ⅱ工機械

LAと生11]鉄道車両

その他の輸送機械修王１１１

エアコン機器

11､\‘;|ｲl茎珂

プラスチックＤＩＩ工機械

ミシン・毛糸手緬1機械

サービス爪機械

繊維機械

製材木工機械

鋳造装濡

理化合|を機器

力呉楽１Ｗ機器

、動販売機

廠業ｌｎｊ璽搬車両

廠業｢｢}鉄道市両

５
０
４
５
２
４
３
７
４
９
４
２
８
１
６
０
４
３
９
６
４
０
１
１
６
７
８
９
７
０
９
９
１
３
８
８
７
７
７
９
５
３
０
３
６
９
１
７
７
０
３
９
９
９
３
８
６
６
５
９
０
５
０
６
９
３
０
０
０

８
５
４
１
６
２
５
８
７
３
９
７
０
０
５
３
４
２
３
６
１
６
２
２
９
１
９
６
６
８
１
８
９
３
９
８
３
１
３
３
２
２
４
１
０
９
６
５
４
８
８
６
８
７
０
９
４
９
１
０
４
１
０
９
６

７
２
３
１
８
８
９
１
０
６
８
９
１
２
０
９
８
２
４
１
６
３
５
０
６
２
０
５
８
７
１
９
３
３
７
９
９
５
２
４
１
９
０
０
９
３
０
９
９
７
４
３
２
２
２
０
０
４
４
４
３
２
１

７
７
３
０
８
１
９
３
１
２
８
９
９
６
６
１
１
１
３
２
６
２
１
１
７
４
２
１
６
６
４
３
３
２
１
ｌ
ｌ
１
Ｏ
９
９
７
６
５
４
４
４
２
１
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

９
８
０
９
８
８
４
４
７
６
５
４
２
９
８
８
８
７
６
５
４
４
４
４
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１

７
６
４
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１

７９７７８５

１４８５０３５

１８８８３７９

２１７８４９４

２４６７３５６

２７４９１８０

２９９９１３３

３２４２３２０

３４１３３9４

３５７６０３３

３７３４９２７

３８８４８９９

４０１４００７

４１１０２０８

４１９６２６４

４２７８１９４

４３６００３８

４４３１２６１

４４９４７００

４５４６８６６

４５９３４８０

４６３５８４０

４６７７３６１

４７１８３８２

４７５６０７８

４７９０２９５

４８２２３９３

４８５３９６２

４８８０８２９

４９０７６０９

４９３１７２８

４９５５７１７

４９７９１０８

５００１４４１

５０２３２３９

５０３５２２７

５０４７１６４

５０５８６８１

５０６８９１８

５０７８３５７

５０８７４８２

５０９５４０５

５１０１４４５

５１０６４５８

５１１１３６４

５１１５７６３

５１１９８２４

５１２２７８１

５１２４７２８

５１２６５０８

５１２７９９１

５１２９３６０

５１３０６４９

５１３１９２８

５１３３１３１

５１３４２２９

５１３５２７５

５１３５７７１

５１３６１８６

５１３６５９５

５１３６９３５

５１３７１５０

５１３７２５０

５１３７３４６

５１３７４１５

５１３７４１８

５１３７４１８

５１３７４１８

５１３７４１８

０．１５５

０．１３４

０．０７９

０．０５６

０．０５６

０．０５５

０．０４９

０．０４７

００３３

０．０３２

０．０３１

０．０２９

０．０２５

０．０１９

０．０１７

０．０１６

０．０１６

０．０１４

０．０１２

０．０１０

０．００９

０．００８

０．００８

０．００８

０．００７

０．００７

０．００６

０．００６

０００５

０．００５

０．００５

０．００５

０．００５

０．００４

０．００４

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００２

０．００１

０．００１

０．００１

０．００１

０．００１

０．００１

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．０００

０．１５５

０．２８９

０３６８

０．４２４

０．４８０

０．５３５

０．５８４

０．６３１

０．６６４

０．６９６

０．７２７

０．７５６

０．７８１

０．８００

０．８１７

０．８３３

０．８４９

０．８６３

０．８７５

０．８８５

０．８９４

０．９０２

０．９１０

０．９１８

０．９２６

０．９３２

０．９３９

０．９４５

０．９５０

０．９５５

０．９６０

０．９６５

０９６９

０．９７４

０．９７８

０．９８０

０．９８２

０．９８５

０９８７

０．９８８

０．９９０

０．９９２

０．９９３

０．９９４

０．９９５

０．９９６

０．９９７

０．９９７

０．９９８

０．９９８

０．９９８

０．９９８

０．９９９

０．９９９

０．９９９

０．９９９

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１０００

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１．０００

１０００

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

３６０４．２

３６０６．９

３７０４．９

３７０４．２４

３７０４．３

３６０１．１

３７０１．３

３７０４．１

３９１０．２

３６０４．’９

３８６０．１

３７０４．２３

３６０４．１１

３８１０．９

３８４０

３７０４．４

３８３０．９

３６０４．１４１

３７０２．２１

３７０２．２２

３７０１．４

３６０５．１

３７０３

３９１０．９

３７０１．２

３７０４．５

３９１０．３

３６０２．２

３６０６．３

３８６０．２

３７０２．１

３８３０．０１

３９３０．１

３９２０．２

３６０４．１２

３８１０．１

３６０３．’

3９２０．１

３８５０．２

３８９０．１

３８２０．９

３７０２．２３

３６０３．２

３８１０．２

３６０３．５７９

３７０１．１

３８５０．３

３７０４．２２

３６０４．１７

３６０３．３

３６０２．１

３６０３．５４

３６０３．５３

３６０３．５１

３８２０．１

３８９０．９

３６０４１４２

３９３０．９

３６０３．５７２

３６０６．１

３６０４．１５１

３６０３．４

３６０３．５２

３６０３．５７１

３９１０」

3604153

３６０４．１５２

３６０４１６

３８２０．２

－１５０－



表５その他部門の機械中間需要（降順）

（単位100万｢'|）

役人＃lｊＩ１Ｉｊ機械役人額機械修IＩｌ１機械機械修IW1の瑚介ｌｌｌＨ位部ＩＭＩ番号

一般機械

電気機械

分類不|ﾘ１

公務

その他のサービス

輸送機械

鉄鋼一次製品

基礎化1串製,９１

窯業土石製,'i,１，

耕極農堆

糀密機械

商業

漁業

電力

保健・社会保障機鵬｜

石1111製品

zlF務111,W，

その他の食料品

銑鉄・ＷＭｉｌ

非鉄余屈一次製,Ihj，

織物・その他繊維;ｌ1,W，

教育

金融・IllLIl企

水近

その他の製造業

研究

金属製,!i,'，

通信

その他の化1を薬,lilil

lﾖ|]刷・,''１，版

バルブ・紙製,７，

飲料

その他の鉱業

都市ガス

石炭製,'｢,１，

製材・木製,'1,1，

その他公共サービス

家具

身のＩＩＪ|I'),W，

水廉食,V，

寄産

ゴム製,W，

煙草

化学繊維1ﾙ〔料

林業

屠殺．|ノリ・酪膿,ｌｉ１１，

石炭

化学繊維紡紙

梱包

天然繊維紡紙

農業サービス

原iIl1・犬然ガス

非鉄企Mfli;石

精穀・製粉

皮革・皮革製,lf,j，

不動瀧堆

鉄鋼石

不IIi11il杜?Tf料

0.016

0.031

0.238

0.203

0.963

0.063

0.549

0.984

0.887

０．９９９

０．０５０

０．０４７

０．９７７

０．９９９

０．４３５

0.997

0000

０．９９６

０．９９７

０．７６８

０．９８０

０．９４１

０．９５５

0.967

0.881

0970

０．６４６

０．９８８

０．９７９

０．９８５

０．９７６

０．９９６

０．６４９

１０００

０．９８８

０９８５

０．９８３

０．２３３

０．９７３

０．９９８

０．９７３

0.995

0598

０．９９０

０．９４２

ｑ９９０

０．９１０

０．９８９

Ｌ０００

０．９８９

０．９９７

０．８９８

０．５０９

０．９９１

０．９８９

０．９２４

０．６１１

０．０００

1555641

1127315

380057

309303

１８６６６０

１７４９３７

１２３２７０

97959

94928

92942

89598

78473

７５１５８

67259

56637

４７２９４

４０１７４

36684

35804

34567

30218

29969

28980

26539

25472

22484

22244

20495

１８７１５

１８３７５

１５８１８

１５１９３

１４９５７

１３６８２

１３４５０

１２６８４

１１１９８

９８８４

９６５２

８５３９

８４７８

８２３６

８０９２

６５４５

５８１０

５１７８

３８８５

３２３１

３１３７

２８９４

２８６１

２０６５

１７６４

１０９８

４４６

３１６

１６７

８

25660

３５４７７

90604

62819

179680

１０９５１

67735

96426

８４２０３

92895

４４６４

３６５９

73429

67214

24626

４７１３５

０

３６５１９

35696

26547

２９６２７

28212

27669

25664

２２４４７

２１８１５

１４３７１

２０２５４

］８３２２

］８０９１

１５４３２

１５１２６

９７００

ｌ３６８２

ｌ３４２３

１２４９５

１１００９

２２９９

９３９５

８５１９

８２４６

８１９７

４８４１

６４７９

５４７２

５１２５

３５３５

３１９４

３]３７

２８６１

２８５３

］８５５

８９８

１０８８

小１１

２９１

］０２

０

ｌ
８
３
４
０
６
５
３
５
７
４
４
９
５
ｌ
９
４
５
８
０
ｌ
７
ｌ
５
５
９
３
ｌ
３
４
６
７
７
０
７
９
９
５
７
０
２
９
１
６
８
３
０
７
０
３
８
０
６
０
５
４
５
８

８
３
５
８
８
８
３
３
２
４
３
１
２
４
１
５
７
６
０
２
９
５
１
７
２
６
７
４
９
８
８
６
５
２
８
８
８
５
２
３
３
５
６
３
５
５
３
３
１
６
１
２
６

９
８
４
４
９
９
５
５
７
１
８
７
０
１
１
１
１
０
５
７
３
８
０
６
８
２
３
２
３
２

１
１
５
２
２
２
３
３

９
］
８

９
１
９
６
６
３
５
１
０
５
４
１
２
０

８
１
１
３
７

５
【
Ｉ

３

２
９
８
４
６
５
１
８
７

３
４

５
０
２
２
１

１
－

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｕ
⑬
ｕ
巧
胴
而
咀
四
ｍ
ｍ
犯
羽
型
班
沁
汀
犯
羽
卯
別
記
詔
弘
弱
鋼
師
犯
羽
如
虹
胆
佃
郷
妬
妬
灯
蛆
蛆
印
団
兜
岡
別
閃
茄
”
昭

７
８
１
３
８
９
４
７
２
１
０
７
５
４
６
０
９
４
３
５
９
４
８
６
１
５
６
２
９
４
３
５
０
５
１
１
７
２
０
２
２
６
６
８
４
１
６
８
０
７
３
９
８
３
５
９
７
０

３
３
６
５
５
３
３
２
３
０
４
４
０
４
５
３
５
１
３
３
１
５
４
４
４
５
３
５
２
２
．
２
１
１
４
３
２
５
２
２
１
０
２
１
２
０
１
０
１
６
１
０
０
０
１
２
４
０
５

6２内生計 5137418１４６]９０６3675512０．２８５
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では、その他部門を(e)その他機械部門中間需要（２兆9,000億円）と(h)その他54部門中間需

要（２兆2,000億円）に大別して、その内容の吟味をおこなう。その性格と内容が直観的に

明らかでないからである。（e)の部分にかんする計数面の個別的調査をおこなう１０－１節と、

(h)の部分にかんする同様の調査をおこなう１０－２節の意義はここにある。

１０－１その他機械部門の機械中間需要

表６は、その他機械部門の機械中間需要である(e)の部分を、産出主体たる機械部門側から

観察したものである。機械投入31部門を並べている。残りの38部門は、その他機械部門に機

械を投入していないので、計上していない。上位１０位の累計が、２兆4220.31億円で全体の

82.2％に達する。上位20位では２兆8980.35億円で全体の98.3％に達する。そこで、上位２０

位までの部門を個別的に検討する。

表６その他機械部門への供給部門（降順）
(単位lOMII]）

－１５２－

順位行符ﾅﾅ部１１'］名中分類悉号 その他機械 累計 累計比率

1306.9その他の機械・同{↑'1品３７

23704.24半導体素ｲｰ…集械lljl路３８

33704.3電気通信機械・関連機器３８

43601.1原動機・ボイラー３７

53701.3電動機３８

63704.1その他の軽電機器３８

73704.23電イ･杵３８

83604.19他の一般産業機械・装備３７

93604.11ポンプ・コンプレッサー３７

1０3910.2度１，(衡器・計11ｔ器４０

1１3704.4電気計測器３８

１２3604.141冷凍機・同装置３７

１３3604.2一般機械修理３７

１４3702.21電気音響機器３８

１５3702.22ラジオ・テレビ３８

１６3701.4その他の産業用承電機器３８

１７３７０３電子計算機・同付属装置３８

１８3701.2送配電機器３８

１９3704.5電気11<1明器典３８

２０3920.2その他の光うそ機械４０
●●●●●●●●●●●Ｏ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●００●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｃ０Ｄ●●●●●●●●●●●●ｑ

2１ 3830.9その他の白動車３９

２２ 3702.1電球顛３８

２３ 3930.1時計４０

２４ 3704.9電気機械修珂３８

2５ ３９２０．１カメ

2６

２７

２８

フ 4０

3701.1発電機器38

3702.23瓜生用電気機器38

3910.9精密機械修理４０

2９3605.1事務１１１機械３７

3０ 3930.9時計修理４０

3１3820.9鉄道車両修理３９

605828

288687

265424

260893

246864

237797

148428

144970

127600

95540

78053

71223

67710

49825

44163

43713

40921

35288

25292

19816

1１０３３

１０２３２

8932

6428

3828

2787

2500

2240

1302

1６１

１３

605828

894515

1159939

1420832

1667696

1905493

2053921

2198891

2326491

2422031

2500084

2571307

2639017

2688842

2733005

2776718

2817639

2852927

2878219

2898035

2909068

2919300

2928232

2934660

2938488

2941275

2943775

2946015

2947317

2947478

2947491

0.206

0.303

0.394

0.482

0.566

0.646

0.697

0.746

0.789

0.822
●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｉ

0.848

0.872

0.895

0.912

0.927

0.942

0.956

0.968

0.976

0.983
●●●●●●●●●●●●●●●●●０

0.987

0.990

0.993

0.996

0.997

0.９９８

０．９９９

０．９９９

１．０００

１．０００
●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｕ

1．０００



１位のその他の機械・同部品（6058.28億円）の投入先は、一般機械（3815.06億円)、電

気機械（1441.99億円)、輸送機械（325.44億円)､精密機械（475.89億円）である。２位の半

導体素子・集積回路（2886.87億円）と３位の電気通信機械・関連機器（2654.24億円）の主

たる投入先は、電気機械部門である。次の４位の原動機・ボイラー（2608.93億円）と５位

の電動機（2468.64億円)、および８位の他の一般産業機械・装備（1449.70億円)、９位のポン

プ・コンプレッサ（1276.00億円）の投入先は、一般機械部門である。６位のその他の軽電

機器（2377.97億円）は、そのうちの約２／３を原動機・ボイラーに投入している。７位の電

子管(148428億円）は、その90％を電気機械部門に投入している。１１位の電気計測器(780.53

億円）の内、490.96億円が送配電機器向けである。12位の冷凍機・同装置は、９０％が民生用

電気機器向けである。次の電気音響機器とラジオ・テレビは、400億円以上を相互に供給し

ている。１６位のその他の産業用重電機は電気機械向け、１７位の電子計算機・同付属機械は電

気機械向け、１８位の送配電機器は一般機械向け、19位の電気照明器具は輸送機械向け、２０位

のその他の光学機械はカメラに仕向けられる。

この31部門のなかで、機械修理部門は６部門を数える。これらの機械修理６部門の投入額

は、いずれもそれほど大きくなく、鼓大の一般機械修理部ﾄﾞリ（13位）ですら、677.10億円に

とどまる。その他機械部門の機械（含む機械修理）投入額２兆9474.91億円のうち、９７％が

機械投入であり、残り３％が機械修理である（図ｌ参照)。

１０－２その他54部門の機械中間需要

表７は、その他54部門の機械中間需要である(f)の部分を機械投入側からみたものである。

供給額の大きい順に並べている。この表７が表６と際立って異なる特徴は、機械修理部門が

上位にきていることである。すなわち、修理９部門の累計は、１兆3853.54億円であり、全

体の63％を占める。また、－k位１０位の累計が、１兆7757.48億円で全体の81.1％に達する。

上位20位では２兆153.46億円で全体の92.0％に達する。表６と同じく、上位20部門を個別的

に検討する。

１位の一般機械修理の投入先は多彩である。主だった部門は、耕種農業（928.95億円)、

窯業士石製品（713.99億円)、その他サービス（711.73億円)、基礎化学製品（465.54億円)、

鉄鋼一次製品（432.19億円）がある。他に'００億円以上の投入先は、１９部門を数える。すな

わち、その他の食料品（358.48億円)、飲料（151.26億円)、織物・その他繊維製品（226.87

億円)、製材・木製品（122.48億｢'])、パルプ・紙（154.27億円)、印刷・出版（112.82億円)、

その他の化学薬品（144.70億円)、石油製品（244.78億円)、石炭製品（114.01億円)、銑鉄・

粗鋼（204.36億円)、非鉄金属一次製品（130.21億円)、金属製品（101.64億円)、その他の

製造業（146.58億円)、水道（112.54億円)、金融・保険（189.40億円)、公務（174.75億円)、

教育（130.84億円)、研究（148.42億円)、その他公共サービス（１００．０２億円）である。さらに、

１０億円超１００億円以下の投入先は22部門である。

２位の電気機械修理の主たる投入先として、その他サービス（886.86億円)、電力（667.32

億円)、基礎化学製品（497.90億円）がある。他に100億円以上の投入先は石油製品（225.85

億円)、窯業・士石製品（125.27億円)、銑鉄・粗鋼（141.93億円)、鉄鋼一次製品（232.62

億円)、非鉄金属一次製品（135.16億円)、水道（123.10億m)、通信（177.28億円）の計７

－１５３－



表７その他54部門への供給部門（降順）

（単位100ﾉ川）

部１Ｍ］名中分類番ﾅチその他累計累計比率順位連稀行符〉~）

一般機械修IIi1

電気機械修H1１

航空機

船舟｢1修理

、鋤申(|多ＦＭ

その他の機械・ITT1%'1,W，

度jlt衡器・ｉｌｉｆＩｌｔ器

その他のＦ１勅〕|〔

１ﾄﾞｲ洲]機械

*,｜i杵「機械修ｊｉ１Ｉｌ

医療機械

令屈bl1工機械

銃砲類

航窄機修理

乗111111

電気通信機械・関連機械
コンベア

1町棚機・ボ・イラ

他の一般'鞭堆機械・袋|(『f

ll､}ｾﾞﾊﾟﾄ

電球麺

電気音響機器

flllllilハ

農堆機械

単Ⅱ１．バイク

その他の輸送機械

鉄道I|〔両修ＪＩＭ

電気Ⅱ<ｌｌﾘ1器｣し
ラジオ・テレビ

カメラ

鉱''１．土木建設機械

L1L化111電気機器

その他の峰電機器

その他の船舶

その他の特殊旅堆機械

r1I伝｣'（・リヤカー

7(I気i;'7111器

電肋機

その他の亀『･応川装満

その他の瀧堆l11W1(電樅

その他の光'1ぞ機械

送配電機器

工堆窯炉

化･1を機械

発趨機器

電-｢･牌

ポンプ｣・コンフルッサ

Ｔ:作機械

半導体素-j'・・集積lnl路

'三ljllIIリ・製本・紙加工機械
パルプ装満・型紙機械

食料iVI加工機械

LkLf1ﾐﾘ'１鉄道ｉｌｉｉｌＩｉｊ

その他の輸送機械修I''１

エアコン機器
電イー計算機・liTI付属袋『'ｉ

プラスチックＤｌ１工機械

ミシン・毛糸編機械
サービス111機械

Ⅱ《ｆ１ｉＩ･修IiWl

繊維機械

製材木工機械

銃造装置

fII1化'21を機器

嫉楽用機器

')循堆用鉄道I|〔両

冷凍機・1,1装殻

''１lli111仮ﾘﾓ機

廉堆｢'1運搬jl[両

２５

４６

５８

４９

５５

２９

６３

５４

２６

６５

６４

０３

２８

５９

５３

４３

１６

０１

２４

６８

３４

３５

４７

０４

５６

６０

５２

４５

３６

６６

０５

３７

３９

４８

１４

５７．

４４

３２

４０

３３

６７

３１

２３

０６

３０

４］

1５

０２

４２

，

１０

０８

５０

６］

1８

３８

１３

２７

１９

６９

０７

０９

１２

６２

２］

５１

１７

２０

２２

３６０４．２

3704.9

38601

３８１０．９

３８４０

３６０６．９

３９１０．２

３８３０．９

３６０５．１

３９１０．９

３９１０．３

３６０２．２

３６０６．３

３８６０．２

３８３０．０］

３７０４．３

３６０４．１２

３６０１．１

３６０４．］９

３９３０．１

３７０２．１

３７０２．２１

３８１０．１

３６０３．１

３８５０．２

３８９０．１

３８２０．９

３７０４．５

３７０２．２２

３９２０．１

３６０３．２

３７０２．２３

３７０４．１

３８１０．２

３６０３．５７９

３８５０．３

３７０４．４

３７０１．３

３７０４．２２

３７０１．４

３９２０．２

３７０１．２

３６０４．１７

３６０３．３

３７０１．１

3704.23

360411

３６０２．１

３７０４．２４

３６０３．５４

３６０３．５３

３６０３．５１

３８２０．１

3890.9

3604．］４２

３７０３

３６０３．５７２

３６０６Ｊ

３６０４．］５１

３９３０．９

３６０３．４
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3910.1
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部門、１０億円超１００億''１以下の投入先は20部'１']ある。これら上位２部門はいずれもまんべん

なく産業各部門に向けて投入されている。

さらに、４位に船舶修理、５位に自動車修理、１０位に精密機械修理が並んでいる。船舶修

理は、その約３／４が漁業部門向けである。自動車修理の主たる投入先は公務（71.66億P]）

とその他のサービス（70.91億円）の２部''1]である。後者は、具体的には貸し自動車業である。

精密機械の主たる投入先は、保健・社会保障機関（116.68億円）とその他のサービス（127.05

億円）であり、後者は共体的には電子計算機を除く事務用物品賃貸業である。

３位の航空機はすでにのべたように公務向けである。６位のその他の機械・同部品は、鉄

鋼一次製品（197.47億円)、非鉄金属一次製品（60.23億円)､家具（45.51億円）等向けである。

７位の度量衡器・計賦器はその約85％が商業（645.08億|']）向けである。８位のその他の｢｜

動車は、３／４が分類不明で残り１／４が公務向けである。９位の事務用機械は、大半が事務

用品部門（401.74億円）向けである。１１位の医療機械は、保健・社会保障機関（313.04億円）

向け、１２位の金属力Ⅱ工機械は鉄鋼一次製品（310.52億円）向けである。１３位の銃砲類と14位

の航空機修理は共に、公務向けである。１５位の乗用車はすべて分類不明扱い、１６位の電気通

信機器・関連機器は約２／３が公務向けで残りｌ／３が分類不明扱いとなっている。１７位のコ

ンベア、１８位の原動機・ボイラー、１９位の他の一般産業機械・関連機器の３部門は分類不明

扱いとなっている。２０位の時計は産業部門全体に投入されている。

表８は、今までとは全く逆の観点からその他機械中|M1需要をみている。すなわち、表７が

その他機械中間需要を機械供給側からみたのに対して、表８は機械需要側からみたものであ

る。これは、（h)の部分を産業連関表の列側から眺めたものに他ならない。投入額２兆1899

.27億円のうち、機械投入額は8045.73億円で、機械修理が１兆3853.54億円である（表８蛾

下段)。

このうち、公務の機械投入額はすでに述べたように''１衛隊向けの航空機、航空機修理、ｆｌｉｌｉｌ

船、銃砲類が大部分である。これらに、電気通信機械および関連機器（3704-30）154.01億円、

その他の自動車（3820-09）109.98億円の投入額を加えると、総計2464.84億円となる（表８

最右列)。

１位の分類不明の計数値と、投資財扱いとなっていない公務の計数値をこの表の合計から

控除すると、機械は5,400億円程度大きく減少し、わずか2681.22億1'１となるのにたいして、

機械修理の減少幅は1,500億円程度であり、依然として１兆2324.45億円投入していることに

なる。機械修理の投入額は、機械投入額の約4.6倍である。

したがって、その他54部P1lは、主として機械修理を投入していることがわかる。たとえば、

３位のその他のサービスへの投入額の大部分は、機械修理である。その他サービス部'１'｣に属

する業務用物品賃貸業が一般機械修理、電気機械修理、精密機械修理を、同じく放送が電気

機械修理を投入している。

表７と表８から、つぎの点が明らかになる。機械４部門を除くその他57部門は、主として

機械修理、とくに一般機械修理と電気機械修理を投入している。

以下では、こうしたその他54部門の全体的な機械修理投入の傾向のなかで、機械（除く修

理）を投入している部門に注口しょう。表８の最右列をみると、機械投入額が100億円を超

える部門は、下記の５部''１]である。
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表８その他54部門の機械中間需要（降順）
(単位100〃''１）

機械投入緬

合ｉｉｌ

380057

309303

186660

１２３２７０

97959

94928

92942

78473

７５１５８

67259

56637

47294

４０１７４

36684

35804

34567

30218

29969

28980

26539

25472

22484

22244

20495

１８７１５

１８３７５

１５８１８

１５１９３

１４９５７

１３６８２

１３４５０

１２６８４

１１１９８

９８８４

９６５２

８５３９

８４７８

８２３６

８０９２

６５４５

５８１０

５１７８

３８８５

３２３１

３１３７

２８９４

２８６１

２０６５

１７６４

１０９８

４４６

３１５

１６７

８

２１８９９２７

内

機械修理

90604

62819

１７９６８０

67735

96426

84203

92895

３６５９

73429

67214

24626

４７１３５

訳

機械(除修理）

289453

246484

６９８０

55535

１５３３

１０７２５

４７

74814

１７２９

４５

32011

１５９

４０１７４

１６５

１０８

８０２０

５９１

１７５７

１３１１

８７５

３０２５

６６９

７８７３

２４１

３９３

２８４

３８６

６７

５２５７

０

２７

１８９

１８９

７５８５

２５７

２０

２３２

３９

３２５１

６６

３３８

５３

３５０

３７

０

３３

８

２１０

８６６

１０

５

２４

６５

8

804573

投入部’''１

分顛不１１N

公務

その他のサービス

鉄鋼一次製品

蕊礎化jjb製品

窯業士石製品

耕抓農業

商業

漁業

電力

保健・社会係陣機関

石ill1製,V，

事務用AII，

その他の食料品

銑鉄・粗鋼

非鉄令属一次製品

織物・その他の繊維製品

教育

令剛1.保険

水道

その他の製造業

研究

金属製１Ｍ

通(荷

その他の化，jら薬品

印１Ｍ'１．,'''１版

パルプ・紙製１冊，

飲料

その他の鉱業

都市ガス

石炭製【V，

製材・木製品

その他公共サービス

家具

身のｌｉ１１り品

水床食AII，

畜廠

ゴム製IW1

tiWJlVi：

化；を繊維原料

林業

1叶殺・肉・酪農品

石炭

イピiを繊維紡統

梱包
天然繊維紡紙

農業サービス

原１１１１．天然ガス

非鉄金属鉱石

精穀・製粉

皮革・皮革製品

不動雁業

鉄釧石

不動廠賃rii料

内生iil

位
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０
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０
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０
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０
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１
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２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

頂

部門番芳

６１

５３

５８

３４

２７

３２

０１

４７

０５

４４

５６

３０

５９

１４

３３

３５

１９

５４

４８

４６

４１

５５

３６

５２

２９

２４

２３

１５

１０

４５

３１

２１

５７

．２２

２０

１２

０２

２６

１６

２８

０４

１１

０６

１８

６０

１７

０３

０９

０８

１３

２５

４９

０７

５０

６２

３６５１９

35696

26547

29627

28212

27669

25664

22447

２１８１５

１４３７１

20254

１８３２２

１８０９１

１５４３２

１５１２６

９７００

１３６８２

１３４２３

１２４９５

１１００９

２２９９

９３９５

８５１９

８２４６

８１９７

４８４１

６４７９

５４７２

５１２５

３５３５

３１９４

３１３７

２８６１

２８５３

１８５５

８９８

１０８８

４４１

２９１

１０２

0

1385354
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（１）商業（８位）への機械投入額は、度量衡器・計量器（3910-20）645.08億円が全体の86％

を占める｡他に､電球類(3702-10)45.4億円､電気照明器具(3704-50)30.27億円､時計(3930-10）

27.39億円がある。総計748.14億円である。

(2)鉄鋼一次製品（４位）については、金属加工機械（3602-20）310.52億円、その他の一

般産業機械および装置（3604-19）44.61億円、その他の機械・同部品（3606-90）197.47億円、

時計（3930-10）2.75億円の計555.35億円である。

(3)事務用品（13位）については、すべて事務用機械（3605-10）401.74億円である。

(4)保健・社会保障機関(11位)については､医療機械(3910-30)313.04億円､電球(3702-10）

4.08億円、時計（3930-10）2.99億''１の計320.11億円である。

(5)窯業士石製品（６位）は、その他の一般産業機械および装置（3604-19）30.71億円、そ

の他の機械・同部品（3606-90）72.12億円、時計（3930-10）4.42億|]lの計107.25億円である。

これら５部門の機械投入額の累計は、2132.59億円であり、５４部門の機械（除く修理）投

入額全体の約８割を占める。このなかで、商業一度量衡器・計量器、事務用品一事務用機械、

保健・社会保障機関一医療機械という対応関係が強く出ており、これら３部門は、その部門

特有の機械を購入していることがわかる。

１１中間需要としての機械の内容

産業連関表基本表においては、作表上の観点から機械本体とその組立部品を総称して、機

械として格付けしている。このことからみて、中間需要として投入された機械は、機械本体

というよりは部品である可能性がつよい2)。本節ではこの可能性を実証的に検討する。

まず、固定資本として規定される資本財の範囲は、「耐用年数１年以上で単価１０万円以上」

(昭和50年産業連関表解説編，ｐ､215）とされることに注意すべきである。これらの条件を

みたさない機械部門の生産物である部品は、投入財としてカウントされることになる。組み

込み部品や付属品が典型である。本節の議論を実証的に展開するための資料として、産業連

関表計数編(1)の巻末に掲載されている部門品目別生産額表を利用する。この部門品目別生産

額表は約5,000品目の生産額を列挙したもので、基本分類表作成の基礎資料である工業統計

表をベースにしている。この生産額表において、部分品、取付具、付属品として表章された

部分および単価１０万円以下の製Ａ１'１として表章された部分を部分古,l,等生産額とする。

表９は、品目別生産額表から一例として繊維機械の部分を取り出したものである。繊維機

械の部分品等生産額は、符号3603-404に対応する繊維機械部分占,1,取付具付属品生産額の

1061.38億円である。

表１０は、表９と同じく品円別生産額表から電動機の部分を取り,Ll)している。その他の小型

電動機以外の三品目の単価はすべて１０万P]以下であり、吾1Ｗ,と同じく投入財とみなす。三品

目の生産額は2250.85億円である。部品の生産額は957.80億円である。結局、電動機部門は

部分品等として3208.65億円生産している。

表11は、機械修理を除く機械60部門の部分品等の生産額とこれら60部門が生産した機械に

たいする中間需要額を示している。右から３列目は単価10万｢']以下の品目の生産額を示す。

最右列の数値は、４－３節の(3)式のγを示す。このなかで、γ＝1.000の部門は４部門、

1.000以下は22部門、1.000以上は23部門を数える。
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表９繊維機械の生産額

（単位lOO77I'１）

部'''１の名称 単位生産数型単価生産金額符号

繊維機械

紡績機械

化学繊維機械

カード

精紡機

その他の紡績関連機械

織機編組機械

綿スフ織機

絹、人絹織機

その他の織機

メリヤス機械

その他の編組機械

織物川準備機

染色整理機械

染色機なっ染機

仕上機械

その他の染色整理機械

繊維機械部分品取付具付偶品

紡織機械の部分品取付具付属品

織機編組機械の部分品取付具付偶,ＩｉｉＩ，

染色整理機械の部分品取付具付属品

半製品及び仕掛１V！

360340 《314609》

１１０６２１

１
２
３
４

１
２
３
４
５
６

１
２
３

１
２
３

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
５

32567

７１０８

１６１１３

５４８３３

70096

13659

8938

11039

19793

７９１１

８７５６

32806

12138

9260

11408

1０６１３８

51253

38599

16286

-5052

表１０電動機の生産額,

（単位１００ﾉﾌﾞ円）

部'１'｣の名称単位生産数二hｔ単価生産金額符号

《411267》電動機

単''11誘導電動機

三杣誘導電動機

小型電動機

その他の小型電動機

電動機の部分ｌ１ｉ１１取付具付属品

半製品及び仕掛肘，

370130

《
ロ
ム
ｕ
｛
川
｛
Ⅱ

10003326

7612971

16326757

3351

18232

３２３１

33524

138804

52757

94783

95780

1０１

１０２

１０３

１０４

１０５

９０１ -４３８１

４９部門のγについて検討する。繊維機械、パルプ装置・製紙機械、プラスチック加工機械、

サービス用機械の４部門のγは1.000であり、部分品生産額と中間需要額が一致している。

すべて部品は中間財として使用されたとみてよい。たとえば、繊維機械（3603-40）は、紡

績機械、織機編組機械、染色整理機械、および部分品取付具付属品から成っており、機械本

体の投入は鼓終需要に、部品等は中間財として投入されている。部分品等の生産額と中間需

要額はともに1061.38億円で一致している。

しかし、一般的に部品等生産額と中間需要額が一致する保証はない。部品等のうち、ある

部分は最終財として産出される場合があるだろうし、逆に製品の一部が中間財として使用さ

れる場合もあるからである。たとえば、金属加工機械（3602-20）に注目すると、この部門
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表１１機械60部門の部品生産額と中間需要額の比較

連番行符号部門名 ！'Mi1欝州儒鶏公務蝋,,船蝋lWfliI縮|W比率↑
原動機・ボイラー

エ作機械

金属加工機械

農業機械

鉱山・土木建設機械

化学機械

繊維機械

食料品加工機械

製材木工機械

パルプ装置・製紙機械

印刷・製本・紙加工機械

鋳造装置

プラスティック加工機械

その他の特殊産業機械

ポンプ'・コンブレッサ

コンベャ

冷凍機・同装置

エアコン機器

サービス用機械

自動販売機

娯楽用機器

産業用運搬車両

工業窯炉

他の一般産業機械・袋Ii(ｌ

事務用機械

ミシン・手糸手編機械

銃砲類

その他の機械・Ｉ１ｉｌ部品

発電機器

送配電機器

電動機
Ｑ

その他の産業用１１１電機鵬

電球類

電気音響機器

ラジオ・テレビ

以生用電気機器

電ｆ計算機．[口]付属袋i'（

その他の靴電機器

その他の電子応１１１袋Ｉｈｌ

電イ･管

半導体素子・集積'''1116

電気通信機械・関連機械

電気計測器

電気照明器具

鋼船

その他の船舶

ｈＬ生用鉄道車両

産業用鉄道車両

乗用車、

その他の自動車

単車・バイク

、転車・リヤカー

航空機

その他の輸送機械

理化挙機器

度ﾙﾋ衝器・計蛙器

医療機械

カメラ

その他の光学機械

Ⅱ総Ｉ

1929104

67950

１０４１１６

１３７８０３

277196

１３７３２９

１０６１３８

１４０３９

１３４８５

22356

27615

１４４９１

１９９７９

22617

256452

１８９０４１

２１２５９４

１３１６３６

24258

1623875

77950

１１３７８３

１２５８６６

２７４４１７

１０５３００

１０６１３８

１２２８０

１７４１５

22356

26605

１４６４３

１９９７９

l８１１１

Ｉ４０３６４

90723

1623875

77950

１１３７８３

１２５８６６

274417

１０５３００

１０６１３８

１２２８０

１７４１５

22356

26605

１４６４３

１９９７９

１８１１１

１４０３６４

90723

８
２
５
５
０
４
０
３
４
０
８
０
０
９
７
４

８
７
１
９
１
０
０
４
７
０
３
９
０
４
２
８

１
８
９
０
０
３
０
１
７
０
０
９
０
２
８
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
１
１
１
１
１
０
１
１
０
１
１
１
２

3601.100

3602.100

3602.200

3603.100

3603.200

3603.300

3603.400

3603.510

3603.520

3603.530

3603.540

3603.571

3603.572

3603.579

3604.110

3604.120

3604.141

3604.142

3604．’51

3604.152

3604.153

3604．’60

3604.170

3604.190

3605.100

3606.100

3606.300

3606.900

3701.100

3701.200

３７０１．３００

３７０１．４００

3702.100

3702.210

3702.220

3702.230

3703.000

3704.100

3704.220

3704.230

3704.240

3704.300

3704.400

3704.500

３８１０．１００

３８１０．２００

3820.100

3820.200

3830.010

3830900

3850.200

3850.300

3860.100

３８９０．１００

３９１０．１００

３９１０．２００

３９１０．３００

３９２０．１００

3920.200

３９３０．１００

1929104

67950

１０４１１６

１３７８０３

２７７１９６

１３７３２９

１０６１３８

１４０３９

１３４８５

22356

27615

１４４９１

１９９７９

22617

256452

１８９０４１

２１２５９４

１３１６３６

24258

２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
皿
Ｂ
ｕ
旧
胆
Ⅳ
旧
四
ｍ
ｍ
皿
羽
皿
妬
妬
、
羽
羽
卯
皿
犯
羽
弧
窕
沁
諏
犯
羽
⑭
仙
狸
心
仏
幅
妬
灯
岨
⑬
卯
印
記
詔
別
弱
茄
印
詔
的
印

91650

24258

１．４３６

１．０００

91650

24258

３ ３

20440

１５７６５０

92807

７１４２５

１８０６６

１１６１８５０

40572

１６２４８０

320865

１６９５６４

１０５５２４

２５７０１６

1.026

2.262

1.380

0.838

1．７５６

１．１１７

０．４１２

１．７３９

０．８９２

０.718

1.021

1.094

２０９８１

356681

１２８０４０

59837

31723

1297906

１６７３４

282563

286202

１２]７００

１０７６９４

２８１０７４

１００４６０

２６７１９６

１３３１０７

629782

37837

１８３４６８

334668

922820

１４０５９８

258428

１１９８８

７１３９

８１９９８

20981

356681

１２８０４０

59837

31723

1297906

１６７３４

282563

286202

１２１７００

１０７６９４

２８１０７４

１００４６０

267196

１３３１０７

629782

37837

１８３４６８

334668

922820

１４０５９８

258428

１１９８８

７１３９

８１９９８

２０４４０

１５７６５０

92807

７１４２５

１８０６６

１１６１８５０

26784

40572

28831

225085

56657

89823

133649

95780

１１２９０７

１５７０１

２５７０１６

962310

118270

482234

36887

0．２７８

１．１２５

１．３０６

１．０２６

294993

118270

192506

33887

667317

289728

1000945

１６２６４９

３２５１３２

1000945

１６２６４９

３２５１３２

0.922

0.864

0.795

1１９８８

５０１３

1894251

1009150

３２４２７７

27041

233327

６１２２０

３８２６

２３８９６１

５１６１８

92686

56909

１２５０８９

1894251

1009150

３２４２７７

２７０４１

74898

５４６３７

３８２６

２３８９６１

５１６１８

92686

56909

］25089

1999930

1006372

350040

５８４０３

77933

６４４９０

２６６９

３４６１３

４２３５９

１３９０２６

２４５７６

89844

1999930

1006372

350040

58403

77933

６４４９０

２６６９

３４６１３

42359

１３９０２６

24576

89844

７
３
６
３
１
７
３
４
９
７
６
２

４
０
２
６
６
４
３
０
１
６
１
９

９
０
９
４
９
８
４
９
２
６
３
３

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
Ｂ

０
１
０
０
０
０
１
６
１
０
２
１

158429

６５８３
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の生産額は、金属加工機械本体と部分砧、取付具、付属品の生産額の累計から成っており、

生産額4477.3億円の内訳は、機械本体3259.24億円、部品等1137.83億円、半製品・仕掛品

80.23億円である。産業連関表基本表をチェックすると、この部門の中間需要額は1041.16億

円である。したがって、金偶加工機械部ＩＭｊでは、中間需要額く部品生産額となり、αは

1.000以下となる。一部の部品は、最終需要とくに輸出に振り向けられたとみてよい。しかし、

反対に中間需要額＞部品生産額となる部門もある。たとえば、原動機・ボイラー（3601-10）

については、生産額２兆995.89億円のうち、機械本体が6679.79億円、部品等が１兆6238.75

億円、半製品・仕掛品が719.79億円を占める。産業連関表基本表をチェックすると、この部

門の中間需要額は１兆9291.04億円である。原動機・ボイラーの機械本体の多くが中間財と

して船舶部門等に投入されていることになる。'１１間需要額が部品生産額を上回るもう一つの

理由は、単価１０万円以下であるにかかわらず、基礎資料の制約から単価をフォローできない

場合があるからと考えられる。典型的な例として、その他の機械・同部品、半導体素子・集

積回路、他の一般産業機械・装備、ポンプ・コンプレッサ、その他の軽電機器、度量衡器・

計量器、電子管が考えられ、単価が１０万円をきる製品が含まれている可能性が強い。

表11から全般的に言えることは、機械部門にたいする中間需要額と部品等生産額は類似し

ており、γが1.000前後に集にI'していることである。中間需要される機械とは、実は部品お

よび単価１０万円以下の製品である可能性がきわめて強いことを示唆している。

例外的に比率γがｌから大きくかいりしている部門がある。γ＝0.5以下の部門は、発電

機器、自転車・バイク、医療機械の３部門を数える。これらはそれぞれ輸出、家計消費、輸

出の各項目に向けられるためであろう。逆に、Ｙ＝2.000をこえる部門は運搬機、他の一般

産業機械・同装備、度量衡器・計量器、カメラの４部門を数える。先頭の２部門は、４節で

説明した建設部１１１]にたいする投入財として格付けされる|貫行による。残りの２部門は単価１０

万円以下の製品が普及しているにもかかわらず、単価が明示されていないからと思われる。

これら49部門について、部品生産額（Ｘ）と中間需要額（Ｙ）の関係を回帰分析すると、

計測結果として

Ｙ＝１５６８５．２＋０．９６７８Ｘ，Ｒ２＝０．９１５０

（0.0430）

を得る。ただし、カッコ内は標準誤差で、Ｒ２は決定係数である。したがって、部品生産額

が増加すれば、その97％がＩＰＩＩ間需要されていることから、部dll,としての機械が中間財として

需要されるという推測が成立する可能性がきわめて強いと言える。

残りの11部門はすべて部品等を生産していない。この１１部門のうち、自動販売機、娯楽用

機器､産業用運搬車両、産業用鉄道車両の４部門は､娯楽用機器の３を除いて中間需要にまっ

たく産出していない。他の７部門のうち、電子杵と半導体素子・集積回路は、単体としてで

はなくそれ自体が部品や付属品として使用されるので、中間需要にすべて産出されている。

実際、表ｌの中間需要比率をみると、電子管と半導体素子・集積回路の比率は1.000である。

しかし、冷凍機・同装置、ラジオ・テレビ受信機は、最終需要にも産出している。鋼船は公

務に、その他の船舶は鋼船に、民生用鉄道車両は口部門にそれぞれ産出している。

－１６０－



1２おわりに

本稿の論述をたどってみる。中間財としての機械需要のなかから、分析の簡明化のために、

まず、白部門需要、修理部門需要、建設部門需要、運輸部門需要、船舶部門需要、自動車部

門需要の６項目に焦点をあてた。つぎに、残りの機械中間需要の投入先をその他機械部門と

その他57部門に二分した。

船舶部門需要と運輸部門需要の２部門にたいして中間財として仕向けられた品目が特記さ

れており、これを除外しておく。さらに、機械修理と政府の軍事需要を除けば、残りの投入

された機械は、機械部品である可能性が強い。実際、固定資本として規定される資本財は、

耐用年数１年以上で単価１０万円以上のものとなっている。これらの条件をみたさない機械部

門の生産物である部品は、中間財としてカウントされることになる。組み込み部品や付属品

が典型である。中間財としての機械は、部品としての機械需要である可能性が強い。

機械は投資財であるけれども、機械部門の産出物の約55％が中間財として投入されている

ことを数量的に観察した。この理由として、つぎの５点を指摘した。

（１）白部門需要の存在

（２）機械修理サービス業をサービス業ではなく機械部門に設定している。

（３）(2)との関連で、運輸部門が自己の海運・陸運等の修理・修繕のために経常的に修理

サービスを投入している。．

（４）建設部門および船舶部門に装備される機械についてはこれらの２部門に一旦投入した

後、あらためてこれら２部門から最終需要に産出させている。

（５）価格１０万円以下の部品・資材は中間財として計上される。

参考文献

(1)行政管理庁他編(1979）『昭和50年産業連関表計数編(1),(2),総合解説編」全国統計協会連合会

(2)倉林義正・作間逸雄(1980）『国民経済計算』東洋経済新報社

脚注

１）その理由として、倉林・作ＮＩＩ(1980,ｐ､262)は、①破壊される場合がある、②その保有量が国際情勢が

左右される、の２点をあげている｡

２）この記述は、部品はすべて投入財として計_上されるものではなく、一部は最終需要に、たとえば家計消

費や輸出に産出されることを否定しない。
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